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琉球列島出士土師器、須恵器の基礎的研究
マツノト遺跡出土士師器の検討
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はじめに

奄美諸島における古代・中世並行期の遺跡からは、土師器、須恵器が－定量出土することがある。

池畑耕一（池畑1998）や高梨修（高梨2005）の集成によると、奄美大島６遺跡、喜界島５遺跡、徳之

島ｌ遺跡、沖永良部島１遺跡の計13遺跡で土師器、須恵器が発見されている。

マツノト遺跡もその例外ではなく、土師器の椀、甕が検出された。ここでは、マツノト遺跡から出

土した土師器の年代について、九州地方における古代土器生産の動向と照らし合わせながら検討して

みたい。

１．マツノト遺跡出士土師器の特徴

マッノト遺跡の第一文化層からは、計25点の土師器が出土している。本文化層は兼久式土器が主体

的に出土する砂層であり、須恵器、鉄製品、銅製品、ガラス製品等が検出されている。出土した土師

器の器種は碗、甕である。以下にそれらの観察所見と特徴について述べてみたい。

（１）土師器碗（図ｌ）

椀は計３点（内２点は同一固体）出土している。

１は小型の碗であり、復元口径は11cmを測る。

第１文化層12区から出土した。回転台によって製

作きれており、外面には明瞭な稜線が認められる。

焼成は良好で、胎土は比較的粗い。高台の有無は

不明である。内面には赤彩が施ざれる。

２は回転台成形による高台付椀である。第１文

化層７区より検出きれた。口径13.0cm、器高7.7

cm、高台径9.0cmを測る。高台径が広く、高脚な

形状である。休部は曲線的で、□縁がやや外開き

気味に立ち上がる。焼成は良く、胎土は綴密かつ

プ

図１マツノト遺跡出土土師器椀
良質で、色調は明榿色を呈する。器面に触れると

（Ｓ＝１／３）
細粉が付着する粉質な質感をもつ。器壁は４から

５ｍ程度で非常に薄く、繊細に仕上げられている。

（２）土師器甕（図２）

土師器甕は22点検出きれており、うち口縁を残す資料は５点ある。胎土がやや粗く、色調は黄白色

を呈する－群である。

外器面にハケ目調整、内器面にケズリ調整が確認できる。ケズリ調整は強く深めに施されており、

明瞭なケズリ痕が残されている。そのため、胴部と口縁部の境には明瞭な稜線がめぐる。頚部内器面
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には、横位のハケ目調整により平坦面が

形成される。

甕の頚部の屈曲点に粘土継ぎ目が確認

できるので、胴部と口縁部を明確に区別

して製作されたと見られる。４は、ケズ

リ痕の上に粘土が被さっている状況が確

認でき、胴部ケズリ調整の後に口縁部に

粘土を貼り付けたことを示す資料である。

口縁部には弱い回転によるナデ調整が行

われている。胴部に回転調整は認められ

ないので、胴部成形、調整の後、口縁部

が製作きれたと考えられる。

胴部の張りは弱く、最大径は口縁部に

ある（胴部最大径く口径)。口縁は緩や

かに外反するもの（l～３）と外折気味

に大きく開くもの（４，５）がある。
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（３）土師器模倣甕（図３）

マツノト遺跡からは、土師器甕を模倣

した土器も出土している。色調は赤褐色

を呈し、石灰質の混和材を含む。内器面

「
Ｖｌ′

にケズリ調整が施されており、上述した 図２マツノト遺跡出土土師器甕

（Ｓ＝ｌ／３）
土師器甕の製作技法の影響が認められる。

ただし、口縁部が短く外傾する形状、ケ

ズリの方向、ハケ目調整が施きれないなど相違点もある。

これらが同一文化層から出土した土師器と同時代の資料という前提に立つと、土師器甕を忠実に転

写したとは言い難く、見かけ上の模倣にとどまっている感は否めない。
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図３マツノト遺跡出土土師器模倣甕（Ｓ＝１／３）
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